
 

（コピー、プリント用紙） 

〓 

 

朝日新聞社は２０１８年５月からプリント枚数の２割削減を社内に呼びかけて取り組んでいます。

２０年３月の新型コロナウイルスによる在宅勤務の影響も含まれていると推測されますが、１９年

度の全社用紙購入枚数は前年比約１０％減でした。削減の取り組みをさらに進めるためには、

部署ごとのプリント枚数を把握することが欠かせません。プリンターはプリント枚数の取得が難し

いため、更新のタイミングでプリント枚数の取得が容易な複合機に集約する作業を進めていま

す。 

具体的には、更新対象のプリンターの印刷枚数が一定枚数以下の部署に対して経営企画室

と情報技術本部が使用実態を個別にヒアリングし、複合機への集約とプリンターの廃棄を依頼し

ています。また、プリント枚数削減につながる資料の画面確認においてはセカンドディスプレー

の活用が効果的なことから、廃棄予定だった新聞製作端末の旧ディスプレーを２回にわたって

希望部署に配布しました。                                  （経営企画室） 

 

【東京】 

東京本社で購入したコピー用紙枚数は、２００９年度から５年連続で増加していましたが、１５

年度から減少に転じ、１９年度の購入量は２，９７０万４千枚で前年度から４５１万１千枚（１３．２％）

減少しました。 

◇コピー用紙の購入量 (単位：千枚) 

 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 前年度比 

Ａ３ 9,055 8,204 7,798 7,433 6,230 83.8％ 

Ａ４ 30,263 27,690 27,639 26,307 23,151 88.0％ 

Ｂ４、Ｂ５など 483 444 429 474 324 68.4％ 

合計 39,800 36,338 35,866 34,215 29,704 86.8％ 
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【大阪】 

大阪本社全体(総支局を含み、工場を含まず)の２０１９年度のコピー用紙購入量は１，１７５万６

千枚で、１８年度と比べて１６３万４千枚減少しました（▲１２．２％）。サイズ別の内訳は、次表の

通りです。 

各部門とも、継続的にコピー用紙の削減に努めました。紙での資料配布をできるだけ抑える、

両面印刷や両面コピーを心がける、複数ページを集約する｢２アップ印刷｣や「小冊子印刷」を活

用する、使用済みコピー用紙の裏面をコピー用紙やメモ用紙として再利用する、文書は電子デ

ータで保管する、ＦＡＸは印刷せず電子データで閲覧する、メールや共通フォルダ・掲示板を用

いて情報共有する、といった取り組みを展開しています。１９年度は社内情報システムが更新さ

れ、ビデオ通話が手軽にできるようになるなど、情報共有がさらに進みました。会議では、パソコ

ンやスマートフォンの持ち込みを原則として、紙の資料を全く配布しないペーパーレス方式が浸

透してきました。編集局では、東京本社と共通の紙面を増やし、大阪本社の「自社組み面」を削

減したことなどで、５３万枚もの印刷枚数が削減されました。 

また、資源とコストを削減するため、カラー原稿を印刷する場合でもモノクロで印刷することを

全社的に推奨しています。 

 

◇コピー用紙の購入量 
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(財務本部提供、単位：千枚)

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 前年度比
19年－18年

Ａ３ 3,673 3,412 3,229 3,029 2,909 2,583 ▲ 326

Ａ４ 12,702 11,331 11,155 10,804 10,353 9,078 ▲ 1,276

Ｂ４ 173 100 83 108 120 90 ▲ 30

Ｂ５ 58 33 23 5 8 5 ▲ 3

合計 16,606 14,876 14,489 13,946 13,390 11,756 ▲ 1,634



 

【西部】 

西部本社の２０１９年度コピー用紙購入量は福岡本部、西部本社 (リバーウォーク北九州)、

総・支局を合わせて約３６３万枚で前年度より６５万枚減 （１５．２％減）となりました。内訳は、Ａ３

用紙が約７９万枚（前年度比２０．２％減）、Ａ４用紙が約２７５万枚（同１２．７％減）、その他は９万

枚（同３５．７％減）でした。 

用紙はＡ３、Ａ４を定型に印刷したり、不要文書の印刷前の削除、集約印刷の励行や受信ＦＡ

Ｘのメール転送など、各部門とも削減に努めています。 

（単位：万枚） 

（年度） 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 前年度比 

Ａ３ 143  139  125  110  109  99  79  79.8 ％ 

Ａ４ 445  449  364  346  338  315  275  87.3 ％ 

Ｂ４､Ｂ５など 28  29  18  17  14  14  9  64.3 ％ 

合計 616 617 507 473 461 428 363 84.8 ％ 

 

【名古屋】 

名古屋本社の２０１９年度の購入量は本社、総支局合わせて、前年度比４．５％減（１２万枚減）

の２５２万３千枚となりました。メールや共有フォルダを用いた書類の電子化、ＦＡＸの送受信で

原稿を印刷する必要がない PC-FAX 機能の利用など、用紙を削減しています。用紙全体の約 

６５％を消費している編集局での削減が大きく、全体数の減少につながっています。 

      （単位・千枚） 

  2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 前年度比 

Ａ３ 839 693 630 618 570 92.3% 

Ａ４ 2,463 2,359 2,052 1,993 1,915 96.1% 

Ｂ４，Ｂ５ 83 87 58 33 38 115.0% 

合計 3,385 3,139 2,740 2,644 2,523 95.5% 

                      

【北海道】 

北海道支社で２０１９年度にＡＴＯＭシステムで購入したコピー用紙は８９０，０００枚。１８年度

(８６５，７５０枚)と比べて１０２.８％と微増になりました。 

札幌市の支社オフィスの購入量は７９８，０００枚で、１８年度(８０８，２５０枚)と比べて９８.７％と

微減となりました。支社オフィスのコピー紙は、報道センター、販売チーム、ＭＢ、管理部がそれ

ぞれ購入していたものを、１８年５月の支社移転後に管理部で一元購入することにしたため、部

門ごとの比較はできません。 

これに対して、北海道内の支局の購入量は９２，０００枚で、１８年度（５７，５００枚）と比べて 

１６０％と大幅に増えました。道内１２支局のうち、購入したのは１８年度、１９年度とも６支局です

が、１年度おきに購入する支局もあり、変動が大きくなっています。１７年度の１０４，５００枚と比

べると８８.０％となり、１６年度の１０６，５００枚と比べても８６.４％なので、大きな流れとしては減少

傾向にあります。 


